
(57)【要約】

【課題】柱梁架構での荷重と変形との関係（復元力特性

）を調整可能とする制振構造を提案する。

【解決手段】制振構造として、摩擦ダンパー１８を備え

てエネルギー吸収機能を有する剛性の高い剛ブレース１

５を配置して成る剛架構９と、剛性は低いが弾性範囲の

大きい復元機能を有する柔ブレース１４・１４を配置し

て成る柔架構８とを、配置して制振架構１０とした。制

振架構１０において、柔ブレース１４と剛ブレース１５

の各ブレースの剛性と弾性範囲と独立して調整可能とし

た。また、制振架構１０において、剛架構９の梁長より

も、柔架構８の梁長を小さくした。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る 剛 性 の 高 い ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 と 、
　 剛 性 は 低 い が 弾 性 範 囲 の 大 き い 復 元 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構
と を 備 え る
　 こ と を 特 徴 と す る 制 振 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ブ レ ー ス の 弾 性 範 囲 及 び 剛 性 を 調 整 可 能 に 構 成 す る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 制 振 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 普 通 鋼 で 形 成 さ れ 該 普 通 鋼 を 降 伏 さ せ る こ と で 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る ブ レ ー ス と 比
較 し て 、
　 前 記 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 剛 性 の 高 い ブ レ ー ス と し 、
　 同 じ く 、 前 記 復 元 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 剛 性 が 低 く 且 つ 弾 性 範 囲 の 大 き い ブ レ ー ス と
す る 、
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 制 振 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 、 摩 擦 ダ ン パ ー を 備 え た ブ レ ー ス と す る 、
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 制 振 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 復 元 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 、 普 通 鋼 と 比 較 し て 弾 性 範 囲 の 大 き い 弾 性 体 を 備 え た
ブ レ ー ス と す る 、
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 制 振 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 剛 性 の 高 い ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 の 梁 長 よ り も 、 前 記 復 元 機 能 を 有
す る ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 の 梁 長 を 小 さ く す る 、
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 制 振 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 剛 性 の 高 い ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 の 梁 長 の 合 計 と 、 前 記 復 元 機 能 を
有 す る ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 の 梁 長 の 合 計 と の 比 を 、 架 構 全 体 に お け る 荷
重 と 変 形 と の 関 係 を 最 適 に す る 比 と す る 、
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 制 振 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 築 物 の 柱 梁 架 構 が ブ レ ー ス に よ っ て 補 強 さ れ た ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 に 構 成
さ れ る 制 振 構 造 で あ っ て 、 架 構 の 荷 重 と 変 形 と の 関 係 （ 復 元 力 特 性 ） を 調 整 す る こ と を 可
能 と す る 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 建 築 物 の た め の 制 振 構 造 と し て 、 柱 と 梁 に よ り 区 画 さ れ た 単 位 構 面 内 に 、 ブ レ ー
ス を Ｖ 字 状 や Ｘ 字 状 に 架 設 し た ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 を 備 え た 耐 力 壁 の 構 造 が 公 知 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 梁 １ １ ・ １ １ と 柱 １ ２ ・ １ ２ と で 構 成 さ れ た 単 位 構 面 １ ３
内 に 二 本 の 引 張 り ブ レ ー ス ３ １ ・ ３ １ を Ｘ 字 状 に 架 設 し て ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 ３ ０ と し た
制 振 構 造 が 知 ら れ て い る 。 引 張 り ブ レ ー ス を 備 え た ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 は 、 ブ レ ー ス が 降
伏 す る ま で は 比 較 的 剛 性 が 高 く 、 安 価 で あ る た め 、 主 に 住 宅 等 の 低 層 建 築 に 多 く 採 用 さ れ
て い る 。
　 ま た 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 柱 １ ２ ・ １ ２ と 梁 １ １ ・ １ １ と に よ る ラ ー メ ン 架 構
３ ３ に 、 座 屈 を 拘 束 し た 鋼 材 の ブ レ ー ス や 、 オ イ ル ダ ン パ ー ・ 粘 性 ダ ン パ ー 等 の ダ ン パ ー
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を 内 蔵 し た ブ レ ー ス ３ ２ ・ ３ ２ を 配 置 し て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、 振 動 を 減 衰 す る 制 振
構 造 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 強 風 や 小 規 模 の 地 震 に よ っ て 生 じ る 小 さ な 振 幅 の 振 動 に 対 し て も 、 十 分 な 制 振
効 果 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 柱 梁 架 構 に よ り 構 成 さ れ る 単 位 構 面 内 に Ｖ 字 状 に 二 本 の ブ
レ ー ス を 架 設 し 、 一 方 の ブ レ ー ス を 、 履 歴 減 衰 効 果 を 有 す る 非 座 屈 型 ブ レ ー ス と し 、 他 方
を 、 粘 性 減 衰 効 果 を 有 す る ブ レ ー ス と し た 制 振 構 造 が 、 特 許 文 献 １ に お い て 公 開 さ れ て い
る 。 こ の 制 振 構 造 の 場 合 、 振 幅 が 大 き な 振 動 に 対 し て 、 非 座 屈 型 の ブ レ ー ス が 有 効 に 減 衰
効 果 を 発 揮 し 、 振 幅 が 小 さ く 且 つ 相 対 変 位 速 度 が 大 き な 振 動 に 対 し て は 粘 弾 性 効 果 を 有 す
る ブ レ ー ス が 有 効 に 減 衰 効 果 を 発 揮 す る よ う に 図 ら れ て い る 。 こ の よ う に 、 柱 梁 架 構 に 異
な る 特 性 を 有 す る 複 数 の ブ レ ー ス を 備 え た 構 造 が 公 知 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ２ で は 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 部 材 と 、 柱 梁 架 構 か ら 振 動 を エ ネ ル ギ ー 吸 収 部
材 に 伝 達 す る ブ レ ー ス を 設 け 、 柱 及 び ブ レ ー ス の 双 方 を 高 張 力 鋼 等 の 高 弾 性 素 材 を 用 い て
弾 性 変 形 限 度 内 で 変 形 す る 弾 性 部 材 と し 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 部 材 を 高 張 力 鋼 よ り 比 較 的 低 弾
性 な 普 通 鋼 等 の 素 材 が 用 い ら れ 最 大 規 模 の 地 震 時 に は 降 伏 し て 塑 性 変 形 す る 塑 性 化 部 材 と
す る 制 振 構 造 が 、 公 知 と な っ て い る 。
　 こ の 制 振 構 造 で は 、 最 大 規 模 の 地 震 時 に は 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 部 材 が 塑 性 変 形 す る こ と に
よ っ て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 塑 性 歪 エ ネ ル ギ ー と し て 吸 収 す る と と も に 、 柱 や ブ レ ー ス は 弾 性
変 形 す る に 止 ま る こ と に よ っ て 、 構 造 物 全 体 の 最 大 変 形 量 や 残 留 変 形 量 を 許 容 限 度 内 に 抑
制 す る よ う に 図 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ３ ２ ６ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ６ ３ － ８ ９ ７ ４ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 図 ６ に 示 す よ う な 、 Ｘ 型 の 引 張 ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 で は 、 大 き な 振 動 が 入 力 さ
れ て ブ レ ー ス が 降 伏 し 塑 性 変 形 す る と 、 残 留 変 形 が 生 じ 、 ブ レ ー ス が 元 の 長 さ に 復 元 せ ず
に 弛 ん だ 状 態 と な る 。 伸 び た 状 態 と な っ た ブ レ ー ス は 、 さ ら に 引 っ 張 ら れ て 塑 性 変 形 す る
ま で 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し な い た め 、 復 元 力 が 生 じ て も 弾 性 変 形 だ け で は 振 動 エ ネ ル ギ
ー を 吸 収 し な い 。 塑 性 変 形 し て 初 め て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 で き る よ う に な る 。 従 っ て 、
大 地 震 時 等 に お い て 大 き な 振 動 が 入 力 さ れ た 場 合 に は 、 柱 梁 架 構 の 変 形 が 大 き く な り 、 さ
ら に 大 き な 塑 性 残 留 変 形 も 生 じ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 変 形 量 を 抑 制 す る た め に 、 ブ レ ー ス の 断 面 積 を 大 き く し て 剛 性 を 上 げ る と 、 応
答 変 形 は 小 さ く な る が 、 ブ レ ー ス が 降 伏 し 難 く な る た め に エ ネ ル ギ ー 吸 収 が 悪 く 応 答 加 速
度 が 大 き く な り 、 ブ レ ー ス が 降 伏 す る 前 に 柱 脚 及 び ブ レ ー ス 端 部 の 接 合 部 等 が 破 壊 さ れ て
し ま う 可 能 性 が 高 く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る ダ ン パ ー を 備 え た ブ レ ー ス 付 柱
梁 架 構 は 、 ラ ー メ ン 構 造 に 適 応 す れ ば 、 柱 梁 架 構 自 体 が 復 元 力 を も た ら す こ と が で き る た
め 、 ダ ン パ ー が 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し て 振 動 を 減 衰 さ せ 、 柱 梁 架 構 が そ の 形 状 を 復 元 し
て 制 振 構 造 と し て 有 効 に 機 能 す る 。 し か し 、 柱 梁 架 構 が そ の 形 状 を 復 元 さ せ る こ と が で き
る た め に 十 分 な 弾 性 を 有 し な い よ う な 構 造 の 場 合 に は 、 架 構 に 発 生 す る 復 元 力 が 十 分 で な
い た め に 、 大 き な 変 形 が 残 留 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 部 材 （ 鋼 材 ） を 降 伏 さ せ て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸
収 し て い る が 、 柱 梁 架 構 の 構 面 全 体 で の 荷 重 と 変 形 と の 関 係 （ 復 元 力 特 性 ） を 自 由 に 調 整
す る こ と が で き な い 。 ま た 、 鋼 材 が 降 伏 し た あ と は 、 復 元 力 が ゼ ロ と な っ て し ま う の で 、
大 地 震 の あ と 、 残 留 水 平 変 形 が 大 き く 成 っ て し ま う 可 能 性 が あ る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 柱 梁 架 構 に お い て 、 各 ブ レ ー ス の 剛 性 と 弾 性 範 囲 な ら び に 、 そ れ
ぞ れ の 梁 長 の 合 計 の 比 率 と を 決 定 す る こ と で 、 柱 梁 架 構 の 荷 重 と 変 形 と の 関 係 （ 復 元 力 特
性 ） を 調 整 す る こ と を 可 能 と し 、 大 地 震 の よ う な 大 き な 振 動 が 入 力 さ れ た あ と も 有 効 な 振
動 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 保 持 す る こ と の で き る 制 振 構 造 を 提 案 す る 。 そ し て 、 柱 梁 架 構 の
振 動 エ ネ ル ギ ー 吸 収 能 力 を 簡 易 且 つ 容 易 に 調 整 す る こ と が で き る よ う に し て 、 構 造 物 の 構
造 設 計 を 容 易 に す る と と も に 制 振 構 造 に 係 る コ ス ト の 低 減 を 図 り 、 規 模 の 小 さ い 住 宅 等 の
中 低 層 の 構 造 物 で あ っ て も 、 各 構 造 物 に 応 じ た 振 動 エ ネ ル ギ ー 吸 収 能 力 を 持 た せ る こ と を
可 能 と す る 制 振 構 造 を 提 案 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 は 以 上 の 如 く で あ り 、 次 に こ の 課 題 を 解 決 す る た め の 手
段 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 即 ち 、 請 求 項 １ に お い て は 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る 剛 性 の 高 い ブ レ ー ス を 配 置 し
て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 と 、 剛 性 は 低 い が 弾 性 範 囲 の 大 き い 復 元 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 配 置
し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 と を 備 え る 制 振 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ に お い て は 、 前 記 ブ レ ー ス の 弾 性 範 囲 及 び 剛 性 を 調 整 可 能 に 構 成 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に お い て は 、 普 通 鋼 で 形 成 さ れ 該 普 通 鋼 を 降 伏 さ せ る こ と で 振 動 エ ネ ル ギ ー を
吸 収 す る ブ レ ー ス と 比 較 し て 、 前 記 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 剛 性 の 高 い ブ
レ ー ス と し 、 同 じ く 、 前 記 復 元 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 剛 性 が 低 く 且 つ 弾 性 範 囲 の 大 き い
ブ レ ー ス と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に お い て は 、 前 記 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 、 摩 擦 ダ ン パ ー を 備
え た ブ レ ー ス と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に お い て は 、 前 記 復 元 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 、 普 通 鋼 と 比 較 し て 弾 性 範 囲 の
大 き い 弾 性 体 を 備 え た ブ レ ー ス と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ に お い て は 、 前 記 剛 性 の 高 い ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 の 梁 長 よ り
も 、 前 記 復 元 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 の 梁 長 を 小 さ く す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ７ に お い て は 、 前 記 剛 性 の 高 い ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 の 梁 長 の 合
計 と 、 前 記 復 元 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 の 梁 長 の 合 計 と の 比 を
、 架 構 全 体 に お け る 荷 重 と 変 形 と の 関 係 を 最 適 に す る 比 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 効 果 と し て 、 以 下 に 示 す よ う な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 １ に お い て は 、 大 地 震 等 で 大 き な 振 動 が 入 力 さ れ て エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る
ブ レ ー ス が 降 伏 し た あ と も 、 復 元 機 能 を 有 す る ブ レ ー ス が 架 構 に 復 元 力 を 与 え る の で 、 柱
梁 架 構 に は 常 に 復 元 力 が 有 効 に 作 用 す る た め 、 柱 梁 架 構 及 び ブ レ ー ス の 残 留 変 形 の 発 生 と
残 留 変 形 量 と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ２ に お い て は 、 架 構 の 荷 重 と 変 形 と の 関 係 （ 復 元 力 特 性 ） を 調 整 す る こ と が で き
る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ３ に お い て は 、 架 構 に 備 え ら れ た 各 ブ レ ー ス の 弾 性 範 囲 と 剛 性 と を 別 々 に 独 立 し
て 設 定 す る こ と が で き る の で 、 地 震 時 の 変 形 や 応 答 加 速 度 を 意 図 的 に 低 減 す る こ と の で き
る 弾 塑 性 変 形 特 性 を 有 し 、 且 つ 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 能 力 の 高 い 柱 梁 架 構 と す る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ４ に お い て は 、 架 構 に 備 え ら れ た 各 ブ レ ー ス の 弾 性 範 囲 と 剛 性 と を 別 々 に 独 立 し
て 設 定 す る こ と が で き る の で 、 地 震 時 の 変 形 や 応 答 加 速 度 を 意 図 的 に 低 減 す る こ と の で き
る 弾 塑 性 変 形 特 性 を 有 し 、 且 つ 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 能 力 の 高 い 柱 梁 架 構 と す る こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ５ に お い て は 、 柱 梁 架 構 に 備 え ら れ た 各 ブ レ ー ス の 弾 性 範 囲 と 剛 性 と を 別 々 に 独
立 し て 設 定 す る こ と 、 地 震 時 の 変 形 や 応 答 加 速 度 を 意 図 的 に 低 減 す る こ と の で き る 弾 塑 性
変 形 特 性 を 有 し 、 且 つ 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 能 力 の 高 い 柱 梁 架 構 と す る こ と が 可 能 と な る 。 ま
た 、 架 構 に お け る 、 荷 重 と 変 形 と の 関 係 （ 復 元 力 特 性 ） を 簡 易 且 つ 容 易 に 調 整 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ６ に お い て は 、 架 構 の 梁 長 を 小 さ く す る こ と で 、 ブ レ ー ス が よ り 直 立 に 近 い 状 態
で 架 設 さ れ る こ と に よ っ て 、 架 構 の 弾 性 範 囲 を よ り 大 き く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り
、 架 構 の 復 元 能 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ７ に お い て は 、 剛 性 の 高 い ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 と 、 復 元 機 能 を
有 す る ブ レ ー ス を 配 置 し て 成 る 柱 梁 単 位 架 構 の 、 梁 長 の 比 を 最 適 化 す る こ と で 、 大 地 震 発
生 時 の 変 形 や 加 速 度 の 応 答 を 低 減 す る 設 計 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 制 振 構 造 を 備 え た 制 振 架 構 の 全 体 的 な 構 成 を 示 す 図 、 図 ２ は 制 振 架
構 の 配 置 例 を 示 す 図 、 図 ３ は 制 振 架 構 に 右 向 き の 水 平 荷 重 が 加 わ っ た 場 合 の 変 形 を 示 す 図
、 図 ４ は 制 振 架 構 に 左 向 き の 水 平 荷 重 が 加 わ っ た 場 合 の 変 形 を 示 す 図 、 図 ５ は 架 構 に 与 え
ら れ た 水 平 荷 重 と 水 平 変 形 量 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ６ は 従 来 の Ｘ 型 ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 の 構 造 を 示 す 図 、 図 ７ は 従 来 の ダ ン パ ー を 備 え た
Ｖ 型 ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 制 振 構 造 で は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 如 く 、 柔 ブ レ ー ス １ ４ ・ １ ４ を 備 え た
単 位 架 構 （ 柔 架 構 ８ ） と 、 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ を 具 備 す る 剛 ブ レ ー ス １ ５ を 備 え た 単 位 架 構
（ 剛 架 構 ９ ） と を 、 配 置 し て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。 な お 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に
柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と を 隣 接 し て 配 置 し た り 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 単 数 又 は 複 数 の 単
位 架 構 を 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と に 介 在 さ せ て 配 置 し た り す る こ と も で き る 。
　 こ の 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と を 備 え た 架 構 を 、 制 振 架 構 １ ０ と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 オ イ ル ダ ン パ ー 等 の 粘 性 ダ ン パ ー は 、 流 体 の 粘 性 抵 抗 を 利 用 し て エ ネ ル ギ ー を 消 費 す る
構 造 で あ り 、 減 衰 力 が 速 度 又 は 速 度 の 指 数 乗 に 比 例 し て 発 生 す る 。 粘 性 ダ ン パ ー は 、 構 造
上 、 外 部 か ら 力 が 加 わ る と 流 体 が 移 動 し て し ま う た め 剛 性 を 持 っ た 弾 性 体 と し て は 機 能 し
な い 。 従 っ て 、 粘 性 ダ ン パ ー を 主 架 構 に 付 加 す る 制 振 部 材 と し て 用 い る こ と が で き る が 、
制 振 部 材 と し て 粘 性 ダ ン パ ー を 備 え た ブ レ ー ス に 、 主 架 構 の 耐 力 の 一 部 分 を 負 担 さ せ る こ
と が で き な い 。
　 ま た 、 粘 弾 性 ダ ン パ ー は 、 高 減 衰 性 の ゴ ム や 合 成 樹 脂 の 粘 弾 性 を 利 用 し て エ ネ ル ギ ー を
消 費 す る 構 造 で あ り 、 変 形 に 比 例 し て 耐 力 が 生 じ る 。 粘 弾 性 ダ ン パ ー は 、 振 動 数 や 温 度 に
対 す る 依 存 度 が 大 き い 。 従 っ て 、 粘 弾 性 ダ ン パ ー を 主 架 構 に 付 加 す る 制 振 部 材 と し て は 用
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い る こ と は 可 能 で あ る が 、 制 振 部 材 と し て 粘 弾 性 ダ ン パ ー を 備 え た ブ レ ー ス に 架 構 の 耐 力
の 一 部 分 を 負 担 さ せ る の は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に 係 る 制 振 構 造 で は 、 耐 力 壁 を 構 成 す る 架 構 に 備 え る 制 振 部 材 と し て 摩
擦 ダ ン パ ー １ ８ を 採 用 し て い る 。 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ は 、 摩 擦 抵 抗 を 利 用 し て エ ネ ル ギ ー を
消 費 す る 構 造 の も の で あ る 。
　 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ を 備 え た 剛 ブ レ ー ス １ ５ は 、 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ を 構 成 す る 摩 擦 部 材 が
摩 擦 抵 抗 に 抗 し て 滑 り 始 め る ま で 、 通 常 の ブ レ ー ス と し て 機 能 す る こ と が で き る の で 、 架
構 の 耐 力 の 一 部 分 を 負 担 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ を 構 成 す る 摩 擦 部
材 が 摩 擦 抵 抗 に 抗 し て 滑 り 始 め ダ ン パ ー と し て 機 能 し 始 め れ ば 、 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し か し 、 上 述 の 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ を 備 え た 剛 ブ レ ー ス １ ５ は 弾 塑 性 体 で あ る の で 、 こ の
剛 ブ レ ー ス １ ５ を 備 え た 剛 架 構 ９ は 、 塑 性 域 に お い て は 、 復 元 力 が 殆 ど 発 生 し な い 。
　 そ こ で 、 塑 性 域 に お い て も 剛 架 構 ９ に 復 元 力 を 働 か せ る た め に 、 剛 性 は 低 い が 弾 性 範 囲
の 大 き い 柔 ブ レ ー ス １ ４ ・ １ ４ を 備 え た 柔 架 構 ８ を 、 剛 架 構 ９ と 組 み 合 わ せ て 設 け て い る
の で あ る 。 こ れ に よ り 、 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と を 合 わ せ た 制 振 架 構 １ ０ 全 体 と し て 、 前 記
剛 ブ レ ー ス １ ５ が 降 伏 し た 後 で も 、 こ の 剛 性 は 低 い が 弾 性 範 囲 の 大 き い 柔 ブ レ ー ス １ ４ ・
１ ４ に よ る 復 元 力 を 備 え て 、 大 変 形 域 ま で 復 元 力 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 残 留 変 形 を 小
さ く す る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 制 振 構 造 で は 、 小 変 形 域 に お い て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 始 め
る 剛 性 の 高 い ブ レ ー ス （ 剛 ブ レ ー ス １ ５ ） を 備 え た 架 構 （ 剛 架 構 ９ ） と 、 塑 性 域 ま で 復 元
力 を も た ら す 剛 性 の 低 い ブ レ ー ス （ 柔 ブ レ ー ス １ ４ ） を 備 え た 架 構 （ 柔 架 構 １ ０ ） と を 、
組 み 合 わ せ て 備 え る こ と に よ り 、 振 動 に 対 す る 応 答 を 低 減 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 制 振 架 構 １ ０ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 前 述 の 如 く 、 制 振 架 構 １ ０ は 、 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 。 こ の よ う
に 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と を 別 単 位 架 構 と す る こ と で 、 各 単 位 架 構 の 構 造 の 複 雑 さ が 解 消 さ
れ 、 施 工 を 簡 易 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 制 振 架 構 １ ０ に 備 え ら れ る 柔 架 構 ８ の 梁 長 の
合 計 と 剛 架 構 ９ の 梁 長 の 合 計 と の 比 を 調 整 す る こ と で 、 制 振 架 構 １ ０ 全 体 で の 荷 重 と 変 形
と の 関 係 （ 復 元 力 特 性 ） を 最 適 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 柔 ブ レ ー ス １ ４ は 、 制 振 架 構 １ ０ に 備 え ら れ た 柔 要 素 と し て 機 能 す る ブ レ ー ス で あ
る 。
　 図 １ に 示 す 如 く 、 柔 架 構 ８ で は 、 左 右 の 柱 １ ２ ・ １ ２ と 、 上 下 の 梁 １ １ ・ １ １ と に よ っ
て 構 成 さ れ る 単 位 構 面 １ ３ 内 に 、 柔 ブ レ ー ス １ ４ が 対 角 線 上 に 架 設 さ れ 、 二 本 の 柔 ブ レ ー
ス １ ４ ・ １ ４ が Ｘ 字 状 に 配 置 さ れ て い る 。
　 柔 ブ レ ー ス １ ４ は 、 弾 性 範 囲 の 大 き い 弾 性 体 （ Ｐ Ｃ 鋼 棒 や ア ラ ミ ド 繊 維 等 ） を 引 張 り ブ
レ ー ス と し て 構 成 し て 、 剛 架 構 ９ の 剛 ブ レ ー ス １ ５ が 降 伏 し た あ と も 制 振 架 構 １ ０ に 復 元
力 を 備 え る よ う に す る 。 こ の 柔 ブ レ ー ス １ ４ を 備 え た 柔 架 構 ８ に よ っ て 制 振 架 構 １ ０ に 復
元 機 能 を 備 え る こ と が で き る 。
　 但 し 、 柔 ブ レ ー ス １ ４ を 、 ブ レ ー ス に 普 通 鋼 と 比 較 し て 高 い 弾 性 を 有 す る 弾 性 部 材 を 少
な く と も そ の 一 部 分 に 備 え て 構 成 し 、 復 元 機 能 を 備 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 柔 ブ レ ー ス １ ４ の 荷 重 と 変 形 と の 関 係 （ 復 元 力 特 性 ） は 、 ブ レ ー ス の ヤ ン グ 係 数 、 断 面
積 、 勾 配 な ら び に 柱 の ヤ ン グ 係 数 、 断 面 積 を 選 定 す る こ と に よ っ て 、 調 整 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 剛 ブ レ ー ス １ ５ は 、 制 振 架 構 １ ０ に 備 え ら れ た 剛 要 素 と し て 機 能 す る ブ レ ー ス で あ
っ て 、 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 機 能 が 備 え ら れ 、 地 震 に よ る 変 形 や 応 答 加 速 度 の 低 減 を
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目 的 と し て 設 け ら れ て い る 。
　 剛 架 構 ９ で は 、 左 右 の 柱 １ ２ ・ １ ２ と 、 上 下 の 梁 １ １ ・ １ １ と に よ っ て 構 成 さ れ る 単 位
構 面 １ ３ 内 に 、 剛 ブ レ ー ス １ ５ が 対 角 線 上 に 架 設 さ れ て い る 。 剛 ブ レ ー ス １ ５ に は 、 エ ネ
ル ギ ー 吸 収 機 能 を 有 す る 制 振 部 材 と し て 、 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ を 備 え て 、 摩 擦 ダ ン パ ー が 滑
る （ ダ ン パ ー と し て エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 発 揮 す る ） ま で は 水 平 方 向 の 力 を 負 担 し 、 摩 擦
ダ ン パ ー が 滑 っ た あ と （ 塑 性 域 ） で は 、 振 動 エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る 機 能 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 剛 ブ レ ー ス １ ５ の 弾 性 範 囲 及 び 剛 性 は 調 整 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 剛 ブ レ ー ス １
５ の 、 剛 性 を 大 き く す る こ と で 、 中 地 震 時 の 水 平 変 形 を 小 さ く す る こ と が で き 、 弾 性 範 囲
を 調 整 す る こ と で 、 水 平 変 形 の 小 さ い 時 点 か ら の 振 動 エ ネ ル ギ ー の 吸 収 が 可 能 と な る 。
　 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ は 、 そ の 摩 擦 係 数 と 締 め 付 け 力 と を 調 整 す る こ と で 、 剛 ブ レ ー ス １ ５
の 弾 性 範 囲 （ 降 伏 応 力 ・ 降 伏 荷 重 ） を 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 摩 擦 ダ ン パ ー １
８ が 連 結 さ れ た 鋼 材 の 断 面 積 と ヤ ン グ 率 と を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 剛 ブ レ ー ス １ ５ の 剛
性 を 調 整 す る こ と が で き る 。 な お 、 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ は 剛 塑 性 体 と し て 捉 え る こ と が で き
、 ダ ン パ ー と し て エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 を 発 揮 す る ま で は 、 そ の 剛 性 は 無 限 大 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 柔 架 構 ８ の 弾 性 範 囲 を 十 分 な 程 度 に 備 え る た め に は 、 柔 架 構 ８ の 梁 長 Ｗ ａ を 小 さ
く す る こ と （ 例 え ば 、 Ｗ ａ ≦ ０ ． ５ ｍ ） が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 柔 架 構 ８ の 梁 長 Ｗ ａ を
比 較 的 小 さ く す る こ と で 、 柔 架 構 ８ を 構 成 す る 柱 １ ２ ・ １ ２ そ の も の の 変 形 を 利 用 し て 、
柔 架 構 ８ の 弾 性 範 囲 を よ り 大 き く す る こ と が で き る よ う に し て い る の で あ る 。 ま た 、 柔 架
構 ８ の 梁 長 Ｗ ａ を 小 さ く す る こ と で 、 各 柔 ブ レ ー ス １ ４ ・ １ ４ が よ り 直 立 に 近 い 状 態 で 架
設 さ れ る こ と に よ っ て 、 柔 架 構 ８ の 弾 性 範 囲 を よ り 大 き く す る こ と が で き る よ う に し て い
る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 上 述 の 制 振 架 構 １ ０ に お い て 、 剛 架 構 ９ の 梁 長 Ｗ ｂ の 合 計 と 、 柔 架 構 ８ の 梁 長
Ｗ ａ の 合 計 と の 比 を 、 架 構 全 体 に お け る 荷 重 と 変 形 と の 関 係 （ 復 元 力 特 性 ） を 最 適 に す る
比 と す る 。 本 実 施 例 で は 、 好 ま し い 一 例 と し て 、 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ の 各 単 位 架 構 の 梁 長
合 計 の 比 は 、 １ ： ２ 程 度 と し て い る 。 （ 柔 架 構 ８ の 梁 長 Ｗ ａ の 合 計 ： 剛 架 構 ９ の 梁 長 Ｗ ｂ
の 合 計 ≒ １ ： ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 の 如 く 構 成 さ れ る 制 振 架 構 １ ０ に お い て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 紙 面 右 側 に 向 か う 水
平 荷 重 が 該 制 振 架 構 １ ０ に 加 え ら れ る と 、 一 方 の 柔 ブ レ ー ス １ ４ が 伸 張 す る と と も に 、 他
方 の 剛 ブ レ ー ス １ ５ が 圧 縮 さ れ て 制 振 架 構 １ ０ が 紙 面 右 方 向 に 変 形 す る 。
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 紙 面 左 側 に 向 か う 水 平 荷 重 が 制 振 架 構 １ ０ に 加 え ら れ る と 、
一 方 の 柔 ブ レ ー ス １ ４ と 剛 ブ レ ー ス １ ５ と が 伸 張 し 、 制 振 架 構 １ ０ が 紙 面 右 方 向 に 変 形 す
る 。
　 こ の 、 紙 面 右 方 向 へ の 変 形 と 紙 面 左 方 向 へ の 変 形 と が 柔 ブ レ ー ス １ ４ ・ １ ４ 及 び 剛 ブ レ
ー ス １ ５ と の 弾 性 に 基 づ く 復 元 力 に よ り 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ５ は 、 架 構 に 加 え ら れ た 荷 重 と 、 こ れ に 対 す る 水 平 方 向 の 変 形 量 の 関 係 を 示 す 図 表 で
あ る 。
　 こ の 図 表 に 示 す Ｈ で は 、 図 ６ に 示 す よ う な 、 一 般 的 な 普 通 鋼 を 用 い て 構 成 さ れ た 引 張 り
ブ レ ー ス を 配 置 し た Ｘ 型 ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 ３ ０ で の 、 水 平 荷 重 と 水 平 変 形 量 と の 関 係 を
示 し て い る 。 Ｈ で は 、 荷 重 Ｑ ｈ が 加 わ っ た 点 Ｈ ｘ に お い て 降 伏 し 、 荷 重 Ｑ ｈ よ り 大 き い 荷
重 が 加 わ る と ブ レ ー ス は 塑 性 変 形 す る た め 、 ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 ３ ０ は 復 元 せ ず 、 残 留 変
形 が 発 生 す る 。 従 っ て 、 大 規 模 な 地 震 等 に よ り 、 大 き な 振 動 が 発 生 し 、 荷 重 Ｑ ｈ よ り 大 き
な 水 平 荷 重 が ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 ３ ０ に 加 わ る と 、 ス リ ッ プ 型 の 復 元 力 特 性 と な る た め に
、 振 動 エ ネ ル ギ ー 吸 収 機 能 が 低 下 し 、 有 効 な 制 振 構 造 と し て 機 能 し な い こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ５ に 示 す 図 表 の Ａ は 、 剛 架 構 ９ に 、 水 平 荷 重 を 与 え た と き の 水 平 変 形 量 を 示 し て い る
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。
　 Ａ で は 、 荷 重 Ｑ ａ が 加 わ っ た 点 Ａ ｘ に お い て 降 伏 し 、 荷 重 Ｑ ａ よ り 大 き い 荷 重 が 加 わ る
と 剛 ブ レ ー ス １ ５ の 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ は 塑 性 変 形 （ 滑 り 変 形 ） す る た め 、 剛 ブ レ ー ス １ ５
は 復 元 せ ず 、 残 留 変 形 が 発 生 す る 。 剛 ブ レ ー ス １ ５ は 点 Ａ ｘ ま で は ブ レ ー ス と し て 水 平 荷
重 を 負 担 す る 。 な お 、 荷 重 Ｑ ａ は 荷 重 Ｑ ｈ よ り 小 さ い 値 で あ る 。
　 ま た 、 図 ５ に 示 す 図 表 の Ｂ は 、 柔 架 構 ８ に 、 水 平 荷 重 を 与 え た と き の 水 平 変 形 量 を 示 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ に 示 す 図 表 の Ｈ と Ｂ と に 示 さ れ る よ う に 、 柔 架 構 ８ は 、 Ｈ で 示 さ れ る Ｘ 型 ブ レ ー ス
付 柱 梁 架 構 ３ ０ と 比 較 し て 、 大 き な 弾 性 範 囲 を 有 す る 。 す な わ ち 、 柔 架 構 ８ は 、 高 弾 性 素
材 等 の 弾 性 要 素 を 備 え て 、 小 さ な 荷 重 で 大 き く 変 形 し 、 ま た 、 変 形 し て も 復 元 力 が 大 き く
、 剛 架 構 ９ の 剛 ブ レ ー ス １ ５ が 降 伏 し た あ と も 、 制 振 架 構 １ ０ に 復 元 力 を 与 え る こ と の で
き る よ う に 構 成 す る 。
　 ま た 、 図 ５ に 示 す 図 表 の Ｈ と Ａ と に 示 さ れ る よ う に 、 剛 架 構 ９ は 、 Ｈ で 示 さ れ る Ｘ 型 ブ
レ ー ス 付 柱 梁 架 構 ３ ０ と 比 較 し て 、 大 き な 剛 性 を 有 す る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 図 ５ に 示 す 図 表 の Ｃ で は 、 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と を 組 み 合 わ せ た 制 振 架 構 １ ０
で の 、 水 平 荷 重 と 水 平 変 形 量 と の 関 係 を 示 し て い る 。
　 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る 制 振 架 構 １ ０ で は 、 図 ５ に 示 す 図 表 の
Ｃ に 示 さ れ る よ う に 、 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と の そ れ ぞ れ の 弾 塑 性 変 形 特 性 を 合 わ せ た 特 性
を 有 す る こ と に な る 。 す な わ ち 、 荷 重 Ｑ ｃ が 加 わ る 点 Ｃ ｘ （ 擬 降 伏 点 Ｃ ｘ ） に お い て 、 弾
塑 性 変 形 特 性 が 変 化 し 、 荷 重 Ｑ ｃ よ り 小 さ な 荷 重 が 加 わ っ て い る 間 は 、 主 に 剛 架 構 ９ の 弾
塑 性 変 形 特 性 が 表 れ た 変 形 （ 「 一 次 変 形 」 と す る ） が 発 生 し 、 荷 重 Ｑ ｃ よ り 大 き な 荷 重 が
加 わ っ て か ら は 、 主 に 柔 架 構 ８ の 弾 塑 性 変 形 特 性 が 表 れ た 変 形 （ 「 二 次 変 形 」 と す る 」 が
表 れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 擬 降 伏 点 Ｃ ｘ で の 荷 重 Ｑ ｃ は 、 剛 ブ レ ー ス １ ５ が 降 伏 す る 荷 重 Ｑ ａ に ほ ぼ 相 応 し て い る
。 す な わ ち 、 制 振 架 構 １ ０ は 、 剛 ブ レ ー ス １ ５ の 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ が 降 伏 す る ま で は 、 主
に 、 剛 ブ レ ー ス １ ５ の 圧 縮 ブ レ ー ス と し て の 剛 性 に よ っ て 、 水 平 変 形 が 抑 制 さ れ る と と も
に 、 剛 ブ レ ー ス １ ５ と 柔 ブ レ ー ス １ ４ ・ １ ４ と の 弾 性 に よ り 制 振 架 構 １ ０ が 復 元 す る 。
　 そ し て 、 制 振 架 構 １ ０ は 、 擬 降 伏 点 Ｃ ｘ を 超 え て 剛 ブ レ ー ス １ ５ の 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ が
塑 性 変 形 （ 滑 り 変 形 ） を 始 め た あ と は 、 剛 ブ レ ー ス １ ５ に 設 け ら れ た 摩 擦 ダ ン パ ー １ ８ に
よ り 振 動 エ ネ ル ギ ー が 吸 収 さ れ 、 柔 ブ レ ー ス １ ４ ・ １ ４ の 弾 性 に よ っ て 常 に 水 平 変 形 を ゼ
ロ に 戻 そ う と す る 復 元 力 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 結 果 、 図 ５ に 示 す 図 表 の Ｈ と Ｃ と の 関 係 に 示 さ れ る よ う に 、 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と
を 組 み 合 わ せ た 制 振 架 構 １ ０ は 従 来 の Ｘ 型 ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 ３ ０ に 比 較 し て 、 大 き な 荷
重 に 対 し て も 有 効 な 復 元 力 を 有 す る こ と に な り 、 残 留 変 形 の 発 生 及 び 残 留 変 形 量 が 抑 制 さ
れ て い る 。
　 従 っ て 、 大 規 模 な 地 震 等 に よ り 制 振 架 構 １ ０ に 大 き な 荷 重 が 加 わ っ て も 、 多 少 の 残 留 変
形 は 発 生 す る も の の 、 制 振 架 構 １ ０ は ほ ぼ 復 元 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 述 の 制 振 架 構 １ ０ で は 、 柔 ブ レ ー ス １ ４ と 剛 ブ レ ー ス １ ５ と の 、 各 弾 塑 性 変 形 特 性 （
弾 性 範 囲 及 び 剛 性 ） と 、 柔 架 構 ８ と 剛 架 構 ９ と の 梁 長 の 合 計 の 比 （ 制 振 架 構 １ ０ に お け る
柔 架 構 ８ の 梁 長 と 剛 架 構 ９ の 梁 長 と の 割 合 ） と を 設 定 す る こ と に よ っ て 、 一 次 変 形 と 二 次
変 形 と に 現 れ る 制 振 架 構 １ ０ の 弾 塑 性 変 形 特 性 を 自 在 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 、 制 振 架 構 １ ０ で の 弾 塑 性 変 形 特 性 （ 復 元 力 特 性 ） を 別 々 に 独 立 し て 設 定 す
る こ と が で き る こ と か ら 、 地 震 時 の 変 形 や 応 答 加 速 度 を 意 図 的 に 低 減 す る こ と の で き る か
た ち に 調 整 で き る の で 、 エ ネ ル ギ ー 吸 収 能 力 の 高 い 耐 力 壁 を 設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 剛 架 構 ９ の 剛 性 と 弾 性 範 囲 と を 独 立 し て 設 定 で き る こ と に よ り 、 剛 架 構 ９ の 剛 性
を 決 定 し た あ と で 、 降 伏 荷 重 を 調 整 す る こ と が で き る の で 、 剛 架 構 ９ の バ リ エ ー シ ョ ン の
設 計 が 容 易 且 つ 簡 易 と な る 。 構 造 が 簡 易 で あ る の で 、 大 規 模 な 商 業 施 設 や プ ラ ン ト 等 の 構
造 物 に 限 ら ず 、 規 模 の 小 さ い 住 宅 等 の 中 低 層 の 構 造 物 で あ っ て も 、 各 構 造 物 に 応 じ た 制 振
能 力 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 制 振 構 造 を 備 え た 制 振 架 構 の 全 体 的 な 構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 制 振 架 構 の 配 置 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 制 振 架 構 に 右 向 き の 水 平 荷 重 が 加 わ っ た 場 合 の 変 形 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 制 振 架 構 に 左 向 き の 水 平 荷 重 が 加 わ っ た 場 合 の 変 形 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 架 構 に 与 え ら れ た 水 平 荷 重 と 水 平 変 形 量 の 関 係 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 従 来 の Ｘ 型 ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 の 構 造 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 従 来 の ダ ン パ ー を 備 え た Ｖ 型 ブ レ ー ス 付 柱 梁 架 構 の 構 造 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 ８ 　 柔 架 構
　 　 ９ 　 剛 架 構
　 １ ０ 　 制 振 ユ ニ ッ ト 架 構
　 １ １ 　 梁
　 １ ２ 　 柱
　 １ ３ 　 構 面
　 １ ４ 　 柔 ブ レ ー ス
　 １ ５ 　 剛 ブ レ ー ス
　 １ ８ 　 摩 擦 ダ ン パ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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